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中央ろうきんの概要 中央ろうきんの概要 
2007-2009年度中期経営計画 
及び2008年度事業計画 

4つの基本戦略 

＜中央ろうきん＞は、2007年4月より2010年3月までの3年間を計画期間として「中期経営計画」を策定いたしました。
勤労者のための福祉金融機関としての原点をあらためて見つめ直し、勤労者の生活を金融面からサポートし、会員への貢献
を果たしていくことを計画の基調としています。「職場NO.1金融機関」を目指し、諸施策を積極的に展開してまいります。 

　2007-2009年度中期経営計画 

　「中期経営計画」のコンセプト 

内部管理態勢の充実・強化 
戦 略 を 支 え る 土 台 

中央ろうきんは「職場ＮＯ.１金融機関」を目指します 

ろうきん理念の実践　会員への貢献 

●会員・推進機構とのパートナー
シップを強化し、協働して勤労者
の生活応援に取り組みます。 

●若者層から退職者層に至る勤労
者の生涯取引とメイン化の実現
を図ります。 

●利用者の視点に立った付加価値の
高い金融商品・サービスをスピー
ディーに提供していきます。 

●人材育成・相談機能の向上により、
勤労者の健全なライフプラン設計
をサポートします。 

会員・推進機構との連携を強化し、組合員
の労金利用メリット提供と職場世話役活
動のサポートを図ります。 

会員・利用者に貢献できる勤労者福祉金
融のプロ育成と「現場力」の強化に取り組
みます。 

「顧客中心主義」に基づく、利用者の視点に
立った金融商品・サービスを提供し、労金利
用拡大を図ります。 

金融競争と市場の変化に耐え得る、足腰の
強い財務基盤の構築を図ります。 

Ⅰ．パートナーシップ強化戦略 

Ⅱ.営業戦略 Ⅳ.財務戦略 

Ⅲ．現場力強化戦略 
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Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅰ パートナーシップ 
強化戦略 

Ⅱ 営業戦略 

現場力強化戦略 

将来的な人材育成・強化に向けた教育研修制度・体系の見直し 

営業店要員・体制の見直し、業務平準化 

全職員のＣＳ意識の向上、顧客満足度を高める提案活動の実践 

営業店事務フローの見直しによる業務の堅確化・効率化 

仕事と家庭・地域生活が両立可能な職場環境の整備 

財務戦略 

中計の計画利益達成に向けた単年度収支計画の策定と遂行 

重点化・効率化を考慮した予算策定、経費削減の徹底 

貸出資産の健全性確保 

営業店収支の適正管理、重点取組店舗の個別状況の検証と収支改
善に向けた対応策実施 
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各種経営課題・事業計画策定に係る会員討議の実施・意見反映 

多重債務予防に向けたセミナー開催、親身な相談活動実施 

会員のニーズに応える提案活動の実施、顧客データベースの活用 

組合事務効率化・組合員の利便性向上に向けた利用しやすい仕組
づくり 

会員の組織化活動と連携したパート組合員取引の拡大 
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預貸併進の営業活動の展開による個人メイン化・生涯取引の推進 

居住地・勤務地最寄店舗取引の利用拡大 

勤労者の多様なニーズに応える商品・制度の見直し 

若年層から退職者層まで各ライフステージに応じた提案活動推進 

中長期的な店舗政策推進・インターネットＨＰなどチャネル政策の
整備 

「職場ＮＯ.１金融機関」を支え強化する重点取組課題 

生協・地域・ＮＰＯ 

労福協等地域の勤労者ネットワークとの連携と、
地域における勤労者取引の拡大 

生協の組合員取引・団体事業取引・役職員取引
の総合的な推進 

ＮＰＯとの連携・運営支援強化とネットワーク
拡大 

経営の透明性向上・情報開示の充実 
コンプライアンス態勢の充実・強化 
リスクマネジメントの高度化、金利上昇リスク
への対応 
適切な個人情報管理と利用者保護の徹底 
事務処理の堅確化・高位平準化 
システムの安定運用と次世代システムの構築 
新本店ビル・事務集中棟建設による本部機能・
営業店支援機能の向上 

内部管理態勢の充実・強化 
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２００８年度は「２００７-２００９年度中期経営計画」の中間年度として、中計に掲げた課題を着実に遂行していくことを
基本とし、２００７年度までの進捗状況点検を踏まえ、取組の再強化等、具体的な対策を図っていきます。 

　２００８年度事業計画の主要課題 

4つの基本戦略 
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